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補習授業校は、戦後、企業駐在員や公
務員の子弟が日本語で教育を受ける場と
して設置が始まった。2020 年 4 月時点
で、世界 55 カ国・1 地域に 229 校が設置
されており、約 2 万 2 千人の児童・生徒
が学んでいる。補習授業校は、子どもた
ちが帰国した際に日本の学校に円滑に適
応することを主な目的としており、その
ため、長きにわたり、国語を中心とした
基幹教科の授業が行われてきた。しか
し、近年、補習校で学ぶ子どもたちの言
語・文化的背景は、国際結婚家庭の増加
などにより多様化しており、帰国を前提
とした従来の教育は変革を迫られてい
る。

本書は、補習授業校で教える 3 名の教
師が、どのように教育に対する考えや価
値観、信念を構築しそれを変化させるか
について、また、それが教育実践として
どのように表出されるか、あるいはされ
ないかについて、それぞれのライフス
トーリーを通して詳述したものである。
「私のストーリー」と題された序章で

は、トランスナショナルな移動を経験し
ながら成長した、著者自身のストーリー
が語られている。「自身についての語り」
から始まる冒頭部分は、当該研究が、ど
のような存在論、認識論に規定されたも

のであるかを明確に示している。本書に
記されたライフストーリーは、「客観的
に捉えられるたった一つの現実」ではな
く、「語り手」である教師らによって主
観的に語られた経験を、「聴き手」であ
る著者が解釈し、再構成したものであ
る。そのため、「調査者はどのような経
験や特徴をもつ人間なのか」あるいは

「どのような文脈・考え方に基づいて行
われた研究なのか」を読者に示すことが
重要な意味をもつ。本章で印象的なの
は、著者の研究に至る動機の変容であ
る。著者は、日本の文化や習慣の教示が、
補習授業校における教育活動を方向づけ
る重要な要素となっていることに疑問を
抱いた。その上で、海外で育つ子どもた
ちの「日本人らしさ」をどのように伸長
させるかに注力した教育実践への批判的
な態度が、研究を開始する原動力となっ
たと述べている。しかし、研究開始後、
ある教師の語りを契機に、変化が生じた
という。「その人が子どもたちに日本人
らしさを教えることが重要だと考えてい
るのには、その人がそれまで経験してき
たことが強く影響している」（p. 16–17）
ということに気づき、それを無視しての
批判は「価値観の押し付け」であるとの
考えに至ったとある。本書の序章は、当
該研究の眼目でもあり、著者がライフス
トーリーという研究手法を選択するまで
の軌跡が描かれた重要な箇所である。

先述のように、補習授業校に通う子ど
もたちは言語・文化的に多様化しており、
補習授業校は、帰国を前提とした教育内
容を再考する時期にきている。第1章で
は、当該研究がこのような問題意識に基
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づいたものであることを概説している。
本章では、さらに、当該研究の必要性に
ついても強調されている。従来の補習授
業校に関する研究では、そのカリキュラ
ムや教育内容、また、在籍する児童・生
徒の言語能力などが、研究の対象となっ
てきた。その一方で、補習校の教師が子
どもたちに向き合う中で、どういった知
識やスキルを身につけてきたのか、また、
どのような課題に直面しどう対処したの
か、といった点については、十分に議論
されてこなかったと著者は指摘する。

第 2 章では、教師研究についての歴史
的変遷がまとめられた上で、当該研究に
おける理論的枠組みが提示されている。
著者は、教育実践として表現される「教
師のアイデンティティ」に注目し、クラ
ンディニンらが提唱した、複数のストー
リーから構成される「支えとなるストー
リー」という概念を援用して教師らの語
りを分析している。調査協力者は、教育
の場においてどのようなストーリーを支
えとしているのか、また、多様化する子
どものたちの実情に即した教育実践を目
指す上で、複数のストーリーがどのよう
な形で影響し合い再構成されるのか、と
いった点を明らかにすることを試みてい
る。本章では「支えとなるストーリー」
を構成する複数のストーリーについて解
説が加えられているが、ここで挙げられ
る「神聖なストーリー（sacred stories）」
という概念は、全体を通して特に重要な
ものとなっている。神聖なストーリーと
は、学校文化における暗黙知に関わるも
のであり、特権的な地位をもつ規範的な
ストーリーで管理職や同僚らと共有され

るものであり、教師の揺らぎや葛藤に大
きく関わる。

第 3 章では、方法論についての検討が
なされ、著者がライフストーリーという
手法を用いた理由が 2 点挙げられてい
る。「教える」という行為には教師の人
生そのものが大きく影響すると、著者は
繰り返し述べている。教師の「支えとな
るストーリー」がどのように構築され変
容したのかを明らかにするためには、教
師がこれまでにどのような知識や経験を
得たのか、また、それによってどういっ
た価値観や信念を構築したかを包括的に
理解する必要性がある。この手法が用い
られたもう 1 つの理由は、著者が、読者
の「補習授業校をめぐるストーリー」を
再構築することを目指したことにある。
著者は、私たち一人ひとりの補習授業校
に対する固定観念に揺さぶりをかけるこ
とで、多様化する子どもを取り巻く社会
そのものが変化することを希求してい
る。

第 4 章には、調査の概要が示されてい
る。複数の調査協力者から 3 名を選定し
た経緯、インタビューの実施方法、分析
手法について詳細な説明が加えられてお
り、ナラティブ研究を志す研究者にとっ
ての指南書にもなるだろう。

第 5 章から第 7 章までは、調査協力者
である補習授業校の教師 3 名のライフス
トーリーが記され、それに対する分析、
考察がなされている。第 5 章で描かれる
A さんは、著者と同じく、複数の言語・
文化間を移動する中でアイデンティ
ティ・クライシスに陥りながらも「絶対
的自分」を探し求め、それを表現するこ
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とを実現した。越境者としての A さん
は、移動を繰り返すことによって、新た
な価値観や人間関係の中で自信への評価
が相対的に変化するという経験をしてい
る。このような経験から A さんは、揺
らぐことのない「絶対的自分」をもつこ
との重要性を実感した。その気づきが、
多様な子どもたちのアイデンティティの
確立を支援することを目指す A さんの
教育実践へと生かされている。たとえ
ば、補習授業においては一般的に日本語
以外の言語を使用することは推奨されな
いが、A さんは、子どもたちが自己を不
自由なく表現することを優先し、使用言
語を制限しなかった。他の 2 名の語りは
紙幅の都合上ここで紹介することはでき
ないが、3 名の語りの随所に、教師の授
業実践が「支えとなるストーリー」に位
置付けられていることが示されている。

第8章では、教師らのストーリーを「支
えとなるストーリー」という概念を用い
て深化し、その共通点、相違点について
まとめている。また、冒頭で提示された
研究課題への答えを導き出している。

最終章は、研究を通して生じた著者自
身の変化について述べられている。なぜ
著者は、補習授業校で「日本人らしさ」
が強調されることに抵抗を覚えたのか、
また、著者の「支えとなるストーリー」
は、調査協力者との対話の中でどのよう
に変化したのか、といった点について記
述されており、大変興味深い。

一読者である評者の「補習授業校をめ
ぐるストーリー」にも変化が生じた。評

者は、海外において「日本につながる子
ども」を育てる保護者らによって運営さ
れる小規模な継承日本語学習グループを
研究のフィールドとしている。こうした
学びの場を運営する保護者は、補習授業
校での教育が我が子の実情に合わないと
考え新たなコミュニティを創設した人た
ちであり、補習授業校を時代の潮流に乗
り遅れた教育機関であると考えていた。
評者自身も、補習校という場所は、海外
に永住、あるいは長期滞在する子どもた
ちの多くにとって、学習内容が高度であ
ることから「挫折を経験する場」であり、
そこで教える教師も、既存の教材やカリ
キュラムといった枠組みに囚われた存在
であると考えていた。しかし、本書で語
られた 3 名の教師は、「子どもを全人的
な存在として捉え」（p. 265）、神聖なス
トーリーと相反するストーリーを抱えな
がらも、柔軟に、主体的・創造的に教育
実践を行っていた。多様な子どもたちに
適した教育を絶えず模索する教師らのス
トーリーは、読者のストーリーを再構築
するのに十分な説得力、そしてエネル
ギーをもつ。

本書は、平易な文体が使用されていて
読みやすい。研究者のみならず、子ども
の継承語教育に携わる教育者や保護者を
はじめ、多様な言語・文化的背景をもつ
子どもたちと向き合う多くの人に本書が
届くことを願う。

（たにぐち　じょい　静岡理工科大学　准教
授　社会言語学）


